
羅
迦
牟
尼
如
來
像
法
滅
霊
之
記
寓
眞

縢
灘
膿
欝
欝
繍
継
議
蟻
溝
灘
撫
隅
講

（
巴
里
ビ
プ
リ
ナ
テ
ー
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
所
藏
）

、



第
入
巻
　
維
纂
　
口
絡
霧
愚
牟
尼
類
楽
橡
法
面
盤
之
誤
解
設

勲
繹
迦
牟
尼
如
來
像
法
滅
諜
無
記
解
説

　
　
　
　
　
　
タ
ン
ぼ
ジ
ユ
ロ
ル

　
西
藏
の
聖
典
丹
珠
爾
の
中
に
予
闘
思
懸
記
の
一
篇
が
存

し
て
、
早
ぐ
よ
り
隊
米
東
洋
患
者
の
注
意
を
惹
い
て
居
っ

た
こ
ご
は
周
．
知
の
事
・
實
で
あ
る
。
昨
年
其
の
邦
語
諜
が
我

が
寺
本
師
に
よ
っ
て
此
の
ギ
・
闘
國
雨
中
に
牧
め
て
公
刊
せ

ら
れ
た
の
は
、
學
界
の
慶
事
で
あ
る
。
先
年
佛
の
ペ
リ
オ

敷
盤
が
敦
煙
の
石
室
か
ら
獲
た
多
く
の
遺
書
の
中
、
岩
首

に
「
緯
迦
牟
尼
如
來
像
法
滅
下
之
記
し
ご
題
し
、
零
末
に
は

「
繹
迦
牟
尼
如
來
像
法
滅
盤
因
縁
一
憲
」
と
識
し
た
短
篇
が

あ
っ
て
、
今
は
巴
塁
の
ヒ
ご
置
§
密
ρ
器
Z
蝕
。
一
μ
巴
。
の
所

藏
に
労
し
て
居
る
。
敷
授
は
此
の
一
戸
が
西
識
語
の
干
聞

書
懸
記
の
漢
諜
本
で
あ
る
こ
ご
を
看
破
し
て
、
一
九
一
四

年
に
之
に
弔
す
る
報
身
を
成
し
（
甘
§
並
　
》
ω
醐
銭
碧
。
・

。。

L
。
×
目
．
6
。
B
。
囲
≦
乞
9
H
二
）
’
鷲
鼻
）
、
ま
た
一
九
二

文
學
搏
士

第
　
一
幅
　
　
　
一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

田

m了

勒

○
年
六
月
巴
里
の
亜
細
亜
協
會
に
量
る
講
演
に
も
之
を
披

露
し
た
。
（
薫
〔
剛
．
ω
象
。
×
ど
↓
O
日
。
×
く
H
・
乞
O
・
P
ワ

駄
轟
）
叢
に
掲
げ
た
の
は
其
の
餌
刺
に
移
る
一
部
分
で
あ

っ
て
、
題
記
の
下
、
「
國
」
字
の
上
の
丈
字
は
分
ら
な
い
が
、

1
1
或
は
此
の
墨
型
に
は
初
め
か
ら
文
字
は
書
か
れ
て
無
か

っ
た
か
ご
も
思
は
れ
る
が
目
零
蕃
即
ち
西
藏
を
意
味
す
る

二
字
の
存
し
た
事
、
若
く
は
存
す
べ
き
は
疑
無
き
所
で
、

大
聖
國
大
徳
三
藏
法
師
沙
門
法
成
課
ご
護
ま
る
べ
き
で
あ

る
。
　
法
成
ご
い
ふ
入
に
つ
い
て
は
、
ま
た
ペ
ソ
ォ
敷
授
の
考

が
一
九
一
四
年
に
登
表
さ
れ
て
居
る
（
旨
》
・
回
℃
H
タ
ω
騨
ご

ソ
H
目
O
B
。
回
く
・
胃
9
り
℃
．
，
圃
建
山
壽
）
自
分
の
巴
里
で

見
た
薩
婆
多
智
五
事
論
今
一
に
も
甘
州
修
多
寺
法
成
課
ざ



見
え
て
居
る
が
、
壷
鐙
の
言
ふ
所
に
よ
る
ご
、
西
堺
が
官

署
地
方
を
占
領
し
た
西
紀
八
世
紀
の
宇
頃
か
ら
九
世
紀
の

孚
頃
に
か
け
て
、
・
」
の
甘
州
の
修
多
（
ω
算
茜
）
寺
で
、
西
畑

語
や
梵
語
の
佛
典
を
、
箱
根
に
課
し
た
も
の
が
澤
山
あ
っ

て
、
其
の
多
く
は
法
成
の
手
に
成
っ
て
居
る
。
法
成
は
西

　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ジ
ユ
　
ル

韻
語
の
い
Ω
6
ω
9
二
〇
．
　
に
堪
る
か
ら
、
甘
珠
爾
の
中
に
あ

る
金
光
明
経
や
槻
昔
に
喫
す
る
三
種
の
経
な
ご
を
繹
し
て

　
　
　
　
　
サ

居
る
、
Q
o
甲
⊆
5
。
。
ぬ
三
σ
ε
同
人
だ
ら
う
ご
い
ふ
。
此
の

滅
澁
記
の
繹
さ
れ
た
時
代
に
就
い
て
は
、
九
世
紀
の
初
牢

ビ
見
て
居
る
。

　
切
筐
δ
島
8
器
客
9
悼
δ
鎚
一
〇
の
べ
リ
オ
氏
蒐
集
敦
煙
出
　

土
目
文
書
の
目
録
に
も
、
法
成
諜
の
喩
伽
論
，
銃
口
師
詰

論
、
薩
婆
多
宗
五
事
論
二
三
別
本
、
及
び
此
の
滅
盤
記
な

ご
が
見
え
る
。
當
時
甘
州
の
如
き
、
政
治
の
上
か
ら
も
文

化
の
上
か
ら
も
、
乱
言
の
勢
力
を
戚
受
す
る
に
鏡
敏
で
あ

っ
た
場
駈
に
居
っ
た
西
見
入
が
、
藏
文
は
無
論
の
こ
ご
、

漢
文
に
も
梵
丈
に
も
通
じ
て
、
各
々
一
方
か
ら
他
方
に
の

　
　
　
第
二
巻
　
維
纂
　
口
絡
騨
¶
遡
牟
尼
如
來
像
法
滅
盤
之
難
解
蹴

傳
謬
に
從
卸
し
て
、
そ
の
業
績
を
今
日
に
傳
ふ
る
を
得
た

の
は
、
甚
だ
興
昧
あ
る
事
件
で
あ
ぢ
。
然
も
漢
文
の
藏
経

中
に
は
其
の
繹
の
牧
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
偶
然
の
事

情
で
、
か
く
世
の
中
に
田
て
、
千
載
の
後
入
を
驚
か
す
の

は
、
傳
統
的
學
問
に
封
ず
る
一
種
の
脅
威
で
あ
り
、
ま
左

調
刺
で
も
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
自
分
は
濁
り
此
の
滅

書
記
の
み
な
ら
す
、
こ
の
繹
師
の
手
に
成
っ
た
他
の
遣
文

を
も
す
べ
て
現
存
の
も
の
こ
比
較
し
て
、
登
明
の
資
に
供

す
る
こ
ご
に
す
る
．
積
り
で
あ
る
。

　
此
の
爲
本
を
三
軸
の
形
で
、
紙
の
大
き
さ
上
下
八
寸
五

分
、
首
尾
の
旧
記
を
入
れ
て
六
十
九
行
、
そ
う
し
て
寺
本

師
の
課
出
さ
れ
た
子
三
三
懸
記
第
一
章
の
末
、
帥
ち
第
十

頁
の
五
行
目
”
氏
の
註
記
に
よ
る
原
本
四
四
七
頁
を
絡
っ

て
四
四
入
墨
の
初
の
部
1
1
で
終
っ
て
居
る
。
原
典
乃
至
p

ソ
ク
ヒ
ル
氏
の
抄
謬
、
寺
本
民
の
全
諜
な
ご
、
比
較
し
て

研
究
の
資
に
供
す
れ
ば
、
潔
斎
す
る
慮
甚
だ
多
い
ご
思
ふ
◎

寓
眞
は
自
分
が
巴
里
で
寓
し
穴
も
の
、
原
板
は
今
東
京
モ

リ
ソ
ン
文
庫
の
勝
藏
に
係
る
（
十
二
月
十
二
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
＝
コ
　
　
（
一
二
一
）


